








研究目的

　原因不明不妊婦人の中には血中に精子不動化因子を保有するものがあること

を見出して以来 1)2),その因子の究明を行った結果,7Sγ-G 及び 19Sγ-M に分

画されてくる抗精子抗体であることが判明した。又動物実験で血中抗精子抗体

が雌性器管内に移行してくること 3)及び,不妊婦人でも頸管粘液中に精子不動

化抗体が存在することが証明出来たことより,何らかの原因で血中に産生され

た精子不動化抗体が女性(雌)性器管内を上行してくる精子に障害を与えて,受

精が起こらないことが不妊の原因であると想定された。他方我々は,受精後は

精子特異抗原は,受精卵の申で如何なる運命をたどるかをみる為に螢光染色法

を用いて実験を行なった結果,興味あることに受精直後より胞胚(blastocyst)

に至るまで,その受精卵表面に精子特異抗原が存在していることを想定させる

結果を得た。


